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32

日
本
画

日
本
画日  本  画

※審査員　櫻井　正信 氏

　全体の色調が統一されていて冬の厳しさが感じられます。画面の山と麓の景色が
半々なのが少し気になりますが、全体として調和が取れていて良い作品だと思いま
す。

　冬の感じが良く出ており、
その中に神社という赤い建物
が絵の中心となっているので
画面の中で際立ってとてもい
いと思います。

寒冷の譜

上賀茂神社

岐阜市 川地　勲子

羽島市 中川　ゆう

　冬景色だが枯れ木に雪がな
く残雪のようで、これから春
に向かって木々が芽吹いてい
くように見えます。水墨の紙
の白さを雪の白さとしてうま
く残しており清潔感がありま
す。

奥飛騨
各務原市 多和田　弘子

優秀第一席

優秀第二席

優秀第三席

美術作品
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岐阜市 岩田　貞子
室生寺

岐阜市 吉安　和正
法隆寺

岐阜市 井上　勝
木曽の名峡

大垣市 五島　すみ
普賢菩薩

岐阜市 伊佐治　京子

大垣市 棚橋　正子

晩
秋

優秀第四席

優秀第五席

牡丹
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揖斐川町 粟野　道子
里芋

養老町 小寺　礼二郎
迫力と威厳

土岐市 小池　三和子
雪の山道

大垣市 田井　紀志雄
中国李坑村での川沿い

笠松町 易田　陽子
寂 揖斐川町 小森　徹郎

雨の高野山

海津市 多和田　一夫
秋空高く紅葉進む
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　新緑の山道であろうか。日差しの爽やかな、空気の美味しさまで感じる。みずみ
ずしさがとてもよく描かれていて好感が持てる作品です。

新樹光る道 大垣市 佐藤　淳子

優秀第一席

　黄色、オレンジ色、茶色が美し
く使われています。川の水も自然
に見えるよう細やかに描かれてお
り好感が持てます。

奥入瀬渓谷の秋
海津市 清住　弘志

　人気のあるゴリラの迫力ある作
品です。大作にチャレンジしてい
て表情に愛情を感じます。

もの思うシャバーニ
土岐市 原田　さつき

優秀第二席

優秀第三席

洋　画
※審査員　青木　年広 氏

美術作品
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洋
　画

大垣市 杉原　朱実
晩秋の明神岳

大垣市 北村　和代
木もれ日

笠松町 石原　美代子
上高地帝国ホテル

大垣市 西田　久子
咲穂と友人

笠松町 稲葉　博之
トンボ池の夏

工
芸
・
彫
刻

※審査員

　流木と思いきや後景の色にすっかり取り込まれ、次から次へと現れる動画のごと
き激しい作者の思いが届く作品となりましたね。悪をも寄せ付けない程の力作なり。

能面「獅子口」と飾り棚 大垣市 桐山　淳

優秀第一席

工芸・彫刻
美術作品

辻　　喜久恵 氏（工芸）
入山　千穂子 氏（工芸）
森島　昭道 氏（彫刻）
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工
芸
・
彫
刻

工
芸
・
彫
刻

　最近見られなくなった七
宝焼を懐かしく見せていた
だきました。東雲の柄が構
図良く画面におさめられて
おり、おっとりとして気持
ちが癒されます。

雅
神戸町 馬渕　たず子

　やさしい色合いで黒のステンドグラス風の縁取りのカーブ線が
シワもなくきれいですね。針目も揃って丁寧な仕上がりで感心し
ました。

のれん
揖斐川町 花沢　和子

優秀第二席

優秀第三席

大垣市 矢代　由美子
河童の家族

羽島市 番　幸子

押し絵
『目に映えるまいこさん』

優秀第四席 優秀第五席

大垣市 横山　富子
押し絵『ヒマワリ』

奨　励　賞 奨　励　賞

各務原市 野倉　光春
ながぁ～く楽しく !（彫刻）

1312
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1514

岐阜市 篠田　トモ子
細の目

岐阜市 松原　和子
河童の戦い

羽島市 加藤　日出子
とき絵『ロープの手芸』

岐阜市
飯沼　杉夫

祭屋台

大垣市 佐久間　靖子

押し絵『クレマチス』

大垣市 大橋　寿栄

もめんの花
ミニフラワーリース

大垣市
杉山　正明

千手観音

羽島市 髙畑　サチ子
ちりめんで作る干支の飾りもの

大垣市 大橋　まり子

ブルーベリー

笠松町
廣江　勢津子

えびす大黒 海津市
渡邊　勝正

能面『般若』

岐阜市 後藤　康子
藍と冬青の生葉染のストール

そよご なまばぞめ



工
芸
・
彫
刻

工
芸
・
彫
刻

1514

岐阜市 篠田　トモ子
細の目

岐阜市 松原　和子
河童の戦い

羽島市 加藤　日出子
とき絵『ロープの手芸』

岐阜市
飯沼　杉夫

祭屋台

大垣市 佐久間　靖子

押し絵『クレマチス』

大垣市 大橋　寿栄

もめんの花
ミニフラワーリース

大垣市
杉山　正明

千手観音

羽島市 髙畑　サチ子
ちりめんで作る干支の飾りもの

大垣市 大橋　まり子

ブルーベリー

笠松町
廣江　勢津子

えびす大黒 海津市
渡邊　勝正

能面『般若』

岐阜市 後藤　康子
藍と冬青の生葉染のストール

そよご なまばぞめ



1716

笠松町 山田　ひさ子
セーターで手さげかばん

笠松町 箕浦　久子
桜舞ふ

揖斐川町
後藤　みつる

つるし柿

笠松町 杉山　弘昭
阿弥陀ケ滝

笠松町 野々垣　美知子
刺し子でマスクケース

工
芸
・
彫
刻

　書

漢
詩
　七
言
二
句

各
務
原
市 

  

大
里
　雅
教

優
秀
第
一
席

　一
行
の
中
に
文
字
（
字
形
）
の
長
短
・
線
の
太
い
細
い
・
運
筆
の
ス
ピ
ー

ド
の
変
化
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
練
度
の
高
い
草
書
作
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※審査員

書

美術作品

早川　修 氏
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　書 　書

1918

大
垣
市 

  

齋
藤
　常
正

万
葉
集
の
一
句

　万
葉
集
「
令
和
」
の
一
節
を
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
大
変
読

み
易
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
部
の
三
行
書
き
部
分
の
文

字
の
大
小
が
う
ま
く
表
現
で
き
て
い
ま
す
。

中
津
川
市 

  

田
口
　美
幸

漢
詩
「
蕩
舟
歸
去
月
黄
昏
」

題
名
と
な
っ
て
い
る
一
行
目
の
太
く
墨
の
入
っ
た
線
に
重
厚

感
が
あ
り
、
迫
力
を
出
し
て
い
ま
す
。
他
の
二
行
に
も
う
少

し
文
字
（
字
形
）
の
長
短
・
字
幅
の
変
化
を
出
さ
れ
て
も
よ

か
っ
た
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

優秀第二席 優秀第三席

揖
斐
川
町 

  

高
橋
　良
樹

故
大
野
伴
睦
氏
の
詩 養

老
町 

  

大
岡
　貞
子

養
老
樹
陰
霊
気
涼

優秀第四席 優秀第五席

大
垣
市 

  

長
澤
　春
子

万
葉
集

大
垣
市 

早
野
　正
美

舟
大
垣
を
発
し
桑
名
に
赴
く

中
津
川
市 

松
田
　龍
仙

「
洛
陽
城
東
桃
李
花
」
劉
希
夷
詩

中
津
川
市 

纐
纈
　つ
る
子

漢
詩
「
濁
り
江
楼
に
上
れ
ば
思
い
渺
然
」

土
岐
市 

塚
本
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や

養
老
町 
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美

う
み
ひ
か
り

日
照
香
炉
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村
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や
が
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し
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舟
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2120

　日本画を思わせる落ち着いた作品です。枯れたハスの茎がリズミカルに入ってい
て、上手い構図で撮影されています。丸く溶けた氷が春近しと告げていてタイトル
にぴったりの作品になっています。

春近し 神戸町 志知　敏明

　雪国の日常の暮らし
がよく出ている作品で
す。屋根に積もった雪
の多さと小さく写った
人物との対比がよかっ
たと思います。

雪下ろし
中津川市
梅田　壮一

　見事な朝焼の光景で
す。茜色に染まった雲
の波がドラマチックに
写されていて美しい作
品です。

朝焼け
羽島市
奥田　輝子

優秀第一席

優秀第二席

優秀第三席

※審査員

写　真

美術作品

安藤　茂喜 氏

写
　真

写
　真
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雪下ろし
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梅田　壮一
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品です。

朝焼け
羽島市
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優秀第一席
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※審査員

写　真

美術作品

安藤　茂喜 氏

写
　真

写
　真



2322

羽島市 冨田　昇
三羽カラス

岐阜市 可児　芳春
宇宙の水滴

大垣市 加納　益雄
五月晴れ&ウォーキング

大垣市 細野　勝利
風の中

大垣市 田中　貞雄
春の詩

中津川市 小川　勇
御降臨

中津川市 内木　鏸三
雄叫

中津川市 嶋倉　鉦藏
街中のテラス
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写
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写
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写
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2524

羽島市 野口　敏子
新緑

土岐市 高橋　芳博
冬の花火

海津市 山口　與志治
恋人の聖地

笠松町 岡本　省三
錦秋

羽島市 森　弘子
朝景

揖斐川町 高橋　修理
雪のかぶった一本杉

文
　芸

短歌

俳句

川柳

文芸作品

写
　真
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短
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27

美
濃
加
茂
市
　
　桜
井
　五
月

優
秀
第
一
席　早

朝
か
ら
草
刈
り
に
励
む
作
者
、そ
の
背
中
に
一
声
か
け
て
登
校
す
る
中
学
生
。

あ
た
た
か
い
農
山
村
の
情
景
が
見
事
に
描
き
出
さ
れ
「
一
瞬
の
風
」
の
名
詞
止
め

も
効
い
て
い
る
。

お
は
よ
う
と
声
か
け
ゆ
き
し
中
学
生

　草
刈
る
背
中
を
一
瞬
の
風

　
　
　

※審査員　後藤　左右吉 氏
短歌

短
　歌

26

優
秀
第
三
席

中
津
川
市

　嶋
倉

　み
ど
り

　友
の
瞬
時
の
動
作
か
ら
、
勤
め
て
い
た
こ
ろ
の
友
の
姿
へ
思
い
を
馳
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。
よ
く
間
に
合
う
、
手
八
丁
口
八
丁
の
勤
め
ぶ
り
だ
っ
た
の
だ
。

焦
点
化
が
う
ま
い
作
品
。

喋
り
つ
つ
紅
ひ
く
友
の
手
際
よ
さ

　勤
め
し
頃
の
暮
ら
し
思
わ
る

優
秀
第
二
席

大
垣
市

　
　棚
橋

　道
子

　コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
本
国
民
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
く
れ
た
よ
う
な
作
品
。「
は

り
つ
め
」て
い
た
も
の
が「
剥
が
れ
」て
い
っ
た
、と
い
う
表
現
が
率
直
で
う
ま
い
。

す
ん
な
り
と
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
終
え

　は
り
つ
め
し
も
の
剥
が
れ
て
ゆ
き
ぬ
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短
　歌
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※審査員　田中　青志 氏
俳句

大
垣
市
　
　今
津
　絹
代

優
秀
第
一
席　稲

の
花
咲
く
は
豊
作
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
。
雄
し
べ
か
ら
雌
し
べ
が
受
け
る
受
粉

の
寿
命
は
わ
ず
か
二
分
か
ら
三
分
と
い
う
神
秘
的
な
短
さ
。
星
散
り
ば
め
た
村
眠

る
は
豊
作
を
待
つ
村
の
平
和
な
風
景
。
今
年
も
豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
星
に

願
い
を
託
す
が
ご
と
き
村
の
佇
ま
い
が
見
え
て
く
る
よ
ろ
し
さ
が
あ
る
。

稲
の
花
星
ち
り
ば
め
て
村
眠
る

体
内
の
酸
素
入
れ
替
え
す
る
如
く

　今
年
最
初
の
ウ
ォ
ー
ク
始
む

　
　

 

　
　
　中
津
川
市

　岩

　木

　咲

　男

亡
き
祖
母
の
手
織
り
の
着
物
ま
と
う
朝

　彼
岸
の
風
は
や
わ
ら
か
く
吹
く

　
　

 

　
　
　中
津
川
市

　小

　島

　裕

　子

ゆ
る
い
坂
十
往
復
が
日
課
ら
し

　老
夫
は
妻
を
振
り
返
り
つ
つ

　
　

 

岐
阜
市

　
　小

　野

　茂
登
子

手
を
放
し
自
転
車
乗
る
を
ヨ
シ
と
し
た

　青
年
時
代
が
懐
か
し
き
今

　
　
　

 

大
垣
市

　
　安

　田

　良

　吉

い
ま
ま
さ
に
陽
沈
ま
ん
と
し
手
を
合
わ
す

　山
の
頂
き
金
色
に
照
る

　
　
　
　

 

　
　
　大
垣
市

　
　佐

　竹

　三
千
雄

夕
日
落
つ
八
十
の
旅
路
を
踏
み
し
め
る

　峠
の
宿
の
灯
り
ち
ら
ほ
ら

　
　
　

 

　
　
　大
垣
市

　
　安

　田

　
　
　一

沙
汰
絶
え
て
浮
か
ぬ
春
日
大
挙
し
て

　訪
れ
来
た
る
花
吹
雪
か
な

　
　
　

 

　
　
　大
垣
市

　
　落

　合

　守

　人

コ
ス
モ
ス
の
花は
な

茎く
き

揺
る
る
丘
の
上え

は

　広
き
青
空
千
変
の
雲

中
津
川
市

　纐

　纈

　登
美
子

十
四
年
支
え
て
く
れ
た
る
我
が
愛
車

　今
日
を
限
り
と
初
夏
の
風
受
く

　

 

　
　

 

中
津
川
市

　今

　井

　和

　子

跳
ね
の
け
て
潜
り
足
取
り
大
男

　ひ
っ
く
り
返
す
小
兵
炎
鵬

　
　
　

 

     

中
津
川
市

　岩

　木

　桂

　三

そ
う
言
う
な
こ
ん
だ
け
出
来
り
ゃ
上じ
ょ
う

の
上じ
ょ
う

　夫
の
励
ま
し
を
背
に
受
け
て
立
つ

　
 

     

中
津
川
市

　片

　田

　百
合
子

「
私
誰
？
」
問
い
に
戸
惑
う
百
五
歳

　母
は
咄
嗟
に
「
お
母
さ
ん
や
わ
」
　

 

     

中
津
川
市

　熊

　崎

　み
つ
ゑ

吾
の
前
を
行
き
つ
つ
教
え
く
れ
い
る
や
も

　先
に
見
え
く
る
景
色
を
夫
は

　
　

 

     

中
津
川
市

　田

　口

　享

　子

や
み
く
も
に
働
き
疲
れ
た
我
が
顔
は

　老
女
そ
の
ま
ま
夜
の
鏡
に

　
　
　

 

     

中
津
川
市

　田

　口

　美

　幸

外
来
の
野
草
増
え
た
る
道
端
に

　捩ね
じ

花ば
な

咲
く
を
和
み
て
見
つ
む           

　
　

   

中
津
川
市

　中

　島

　さ
ち
子

口
開
け
て
介
護
士
の
匙か
ひ

待
つ
君
に

　食は

み
て
欲
し
き
は
今
年
の
新
米

　
　

 

     

羽
島
市

　
　中

　川

　夕

　甫

炎
天
下
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
汗
流
す

　老
人
パ
ワ
ー
に
鋭
気
を
貰
ふ

 

羽
島
市

　
　水

　谷

　廣

　子

手
を
上
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
り
お
え

　車
に
お
じ
ぎ
す
る
マ
ス
ク
の
児こ

ら
は 

各
務
原
市

　北

　澤

　重

　行

亡
き
母
の
大
島
紬
リ
サ
イ
ク
ル

　感
謝
の
気
持
で
コ
ー
ト
に
仕
立
つ 

     

養
老
町

　
　清

　水

　康

　子

新
競
技
女
性
ふ
た
り
は
十
代
と

　東
京
の
空
日
の
丸
二
本

　
　
　
　

 

     

養
老
町

　
　古

　川

　奈

　津

牧
田
川
水
の
干
上
り
鷺
集
う

　魚
を
追
う
て
浅
瀬
は
楽
園

　
　
　

 

     

養
老
町

　
　村

　上

　や
す
子

特
定
健
診
洗
い
出
し
た
る
弱
点
に

　頭
を
下
げ
て
明
日
を
み
る
我

　
　

 

     

養
老
町

　
　竹

　田

　義

　秋

生
き
る
と
は
人
に
支
え
ら
れ

　空
を
見
る
こ
と
だ
と
思
い
続
け
て
い
ま
す

養
老
町

　
　大

　橋

　正

　典

初
ひ
孫
抱
か
せ
て
も
ら
う
女
の
子

　手
に
は
嬉
し
い
百
握
り
見
る

　
　

 

     

神
戸
町

　
　加

　藤

　つ
や
子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席
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る
我

　
　

 

     

養
老
町

　
　竹

　田

　義

　秋

生
き
る
と
は
人
に
支
え
ら
れ

　空
を
見
る
こ
と
だ
と
思
い
続
け
て
い
ま
す

養
老
町

　
　大

　橋

　正

　典

初
ひ
孫
抱
か
せ
て
も
ら
う
女
の
子

　手
に
は
嬉
し
い
百
握
り
見
る

　
　

 

     

神
戸
町

　
　加

　藤

　つ
や
子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席
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優
秀
第
三
席

大
垣
市

　
　新
町

　恵
子

　燕
返
し
と
い
う
剣
術
を
編
み
出
し
た
身
の
反
転
の
鋭
い
燕
。
春
、
南
の
国
か
ら
や
っ
て
き

て
人
里
で
子
育
て
を
す
る
。
外
敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
知
恵
と
は
い
い
な
が
ら
も
賢
い
動

物
で
あ
る
。
天
よ
り
も
水
面
明
る
し
は
初
夏
の
水
の
面
の
清
々
し
さ
を
表
わ
し
て
爽
快
、
水

面
を
滑
る
よ
う
に
飛
ん
で
身
を
翻
す
姿
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

天
よ
り
も
水
面
明
る
し
夏
つ
ば
め

大
垣
市

　
　高
瀬

　鈴
子

　籾
蒔
き
は
種
籾
を
苗
代
に
蒔
く
の
は
八
十
八
夜
の
こ
ろ
の
大
切
な
仕
事
、
大
氣
の
静
か
な

早
朝
が
よ
い
。
現
在
で
は
す
っ
か
り
機
械
化
さ
れ
て
、
箱
の
苗
代
に
静
か
な
モ
ー
タ
ー
音
と

と
も
に
自
動
的
に
播
種
さ
れ
る
。
こ
の
句
の
よ
う
な
光
景
は
今
後
、
書
く
人
も
理
解
す
る
人

も
な
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
の
農
業
も
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

籾
蒔
を
終
へ
大
空
へ
伸
ば
す
腰

優
秀
第
二
席

お
だ
や
か
に
過
ご
す
余
生
や
新
茶
汲
む

　
　
　
　

 

岐
阜
市

　
　坂

　本

　好

　子

に
ぎ
や
か
に
別
れ
て
よ
り
の
花
疲 

　
　
　
　大
垣
市

　
　村

　田

　通

　夫

は
る
か
な
る
島
へ
黙
祷
青
岬 

　
　
　

　
　
　
　

 

岐
阜
市

　
　森

　島

　紘

　子

紅
を
ひ
く
卒
寿
の
母
や
初
鏡 

　
　
　

　
　
　
　

 

岐
阜
市

　
　辻

　
　
　雅

　宏

掛
軸
の
「
空
」
の
一
字
や
北
開
く 

        

岐
阜
市

　
　奥

　田

　雅

　章

老
い
て
今
阿お
も
ね

ず
生
く
る
沙
羅
の
花 

　
　
　
　岐
阜
市

　
　浅

　野

　和

　代

萩
咲
く
や
母
の
黄
楊つ
げ

櫛く
し

飴
色
に

岐
阜
市

　
　石

　榑

　み
さ
子

秋
晴
の
樫
切
る
音
の
か
た
き
か
な 

　
　
　
　岐
阜
市

　
　纐

　纈

　利

　子

夏
の
夜
や
紡
ぎ
紡
い
で
聖
火
燃
ゆ 

　
　
　
　岐
阜
市

　
　川

　田

　英

　夫

灯
明
に
心
安
ら
ぐ
今
朝
の
夏 

　
　
　

　
　
　
　

 

岐
阜
市

　
　藤

　沢

　
　
　勝

立
春
や
御
堂
の
風
の
和
み
を
り 

　
　
　

　岐
阜
市

　
　井

　川

　
　
　誠

春
風
や
マ
ー
チ
流
る
る
運
動
会 

　
　
　

　岐
阜
市

　
　寺

　田

　雅

　子

秋
の
蝉
生
命
の
限
り
も
っ
と
鳴
け 

　
　
　
　岐
阜
市

　
　舩

　渡

　
　
　惠

茗
荷
の
芽
み
つ
け
て
妣
の
笑
み
偲
ぶ 

　
　
　
　岐
阜
市

　
　松

　原

　厚

　子

七
草
粥
啜
り
て
命
ま
た
つ
な
ぐ 

　
　
　

　岐
阜
市

　
　岩

　田

　貞

　子

コ
ロ
ナ
禍
か
探
せ
ど
見
れ
ず
鯉
幟 

　
　
　
　大
垣
市

　
　大

　橋

　庄
一
郎

ご
城
下
の
名
水
百
選
水
ま
ん
じ
ゅ
う 

　
　
　
　大
垣
市

　
　伊

　東

　英

　司

風
薫
る
カ
タ
コ
ト
織
ら
る
鰹
縞 

　
　
　

　大
垣
市

　
　大

　西

　誠

　一

新
茶
注
ぐ
共
に
住
み
た
り
美
濃
訛
り 

　
　
　
　大
垣
市

　
　早
崎

　美
弥
子

わ
れ
の
歩
に
夫
待
ち
く
れ
し
初
詣 

　
　
　
　大
垣
市

　
　日
比
野

　友

　子

ぬ
っ
と
猫
さ
っ
と
散
ら
ば
る
目
高
か
な 

　
　
　
　大
垣
市

　
　在

　間

　琇

　子

惜
別
も
出
会
い
も
あ
る
ね
春
の
風 

　
　
　
　大
垣
市

　
　鶴

　巻

　タ
ケ
ノ

新
緑
や
新
た
に
ス
タ
ー
ト
新
市
政 

　
　
　
　大
垣
市

　
　多
和
田

　一

　徳

と
も
し
び
の
遠
し
冬
ざ
る
過
疎
の
村 

　
　
　
　大
垣
市

　
　浅

　野

　
　
　正

山
里
の
夕
陽
に
映
え
る
稲
穂
か
な 

　
　
　
　大
垣
市

　
　渡

　部

　宗

　夫

夏
暖
簾
旅
の
終
わ
り
や
湊
跡 

　
　
　

　
　
　
　

 

大
垣
市

　
　富

　田

　洋

　子

長
良
川
鵜
舟
か
が
り
火
待
つ
西
日 

　
　
　
　大
垣
市

　
　石

　垣

　眞
理
子

夕
暮
れ
の
花
の
向
ふ
に
ひ
と
り
ゐ
る 

　
　
　
　大
垣
市

　日

　比

　昌

　子

夕
立
や
牧
牛
の
群
れ
動
き
け
り 

　
　
　

　大
垣
市

　
　上

　田

　正

　衛

誰
も
来
ず
出
掛
け
も
し
な
い
お
正
月 

　
　
　
　大
垣
市

　
　小

　松

　秀

　雄

海
原
へ
続
く
坂
道
合
歓
の
花 

　
　
　

　
　
　
　

 

大
垣
市

　
　岩

　田

　よ
し
子

梅
雨
寒
や
今
日
閉
店
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

        

大
垣
市

　
　奥

　田

　和

　子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

佳

　作

佳

　作

佳

　作
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秀
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明
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械
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の
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に
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る
。
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光
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書
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で
は
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日
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の
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で
あ
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岐
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れ
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　友

　子

ぬ
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猫
さ
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る
目
高
か
な 

　
　
　
　大
垣
市

　
　在
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　子

惜
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も
出
会
い
も
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る
ね
春
の
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市
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ケ
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緑
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た
に
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ト
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垣
市
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過
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の
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垣
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　正
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に
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る
稲
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か
な 
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市
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　部

　宗
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簾
旅
の
終
わ
り
や
湊
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大
垣
市
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　田

　洋
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長
良
川
鵜
舟
か
が
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西
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理
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れ
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花
の
向
ふ
に
ひ
と
り
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垣
市

　日

　比
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夕
立
や
牧
牛
の
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れ
動
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け
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垣
市

　
　上
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　正
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誰
も
来
ず
出
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け
も
し
な
い
お
正
月 
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垣
市

　
　小

　松
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　雄

海
原
へ
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坂
道
合
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大
垣
市

　
　岩

　田

　よ
し
子

梅
雨
寒
や
今
日
閉
店
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

        

大
垣
市

　
　奥

　田

　和

　子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

佳

　作

佳

　作

佳

　作
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花
び
ら
が
染
め
る
足
元
け
さ
の
雨 

        

大
垣
市

　
　矢

　代

　由
美
子

両
手
添
え
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
や
冬
う
ら
ら 

        

大
垣
市

　
　西

　村

　勝

　子

背
戸
の
木
の
残
り
葉
揺
れ
て
秋
深
し 

        

中
津
川
市

　内

　木

　鏸

　三

秋し
ゅ
う

燈と
う

や
書
架
に
一
冊
抜
き
し
陰

中
津
川
市

　安

　江

　定

　人

マ
ス
ク
し
て
登
校
の
子
ら
夏
帽
子 

        

美
濃
加
茂
市

　髙

　井

　多
津
子

こ
し
あ
ぶ
ら
こ
ご
み
あ
し
ら
ふ
そ
ば
御
膳 

 

各
務
原
市

　甲

　谷

　峰

　子

一
族
の
墓
迄
続
く
曼
殊
沙
華

各
務
原
市

　岩

　田

　数

　美

薄
墨
や
千
古
の
色
香
春
姿 

各
務
原
市

　岩

　田

　香
代
子

移
ろ
い
見
ゆ
生
か
さ
れ
て
尚
秋
深
し 

        

各
務
原
市

　神

　野

　智
恵
子

田
植
え
終
え
農
夫
二
人
の
立
ち
話 

        

各
務
原
市

　浅

　野

　
　
　昭

黒く
ろ

南は

風え

や
辻
地
蔵
に
も
鬼
瓦 

 

各
務
原
市

　多
和
田

　瑠

　璃

七
夕
の
短
冊
揺
れ
る
児
童
館

 

可
児
市

　
　秋

　田

　治

　代

紫
陽
花
が
揺
れ
七
色
の
風
と
な
り 

        
可
児
市

　
　亀

　垣

　貞

　雄

父
母
の
遺
影
を
写
す
金
魚
鉢

可
児
市

　
　水

　谷

　広

　海

懐
か
し
き
金
魚
売
り
人
今
は
な
く 

        

可
児
市

　
　山

　田

　
　
　勇

ガ
ラ
ス
越
し
金
魚
の
朱
色
鮮
や
か
に

可
児
市

　
　市

　原

　喜
代
子

向
日
葵
や
ま
た
一
人
増
え
た
ち
話

可
児
市

　
　北

　村

　一

　子

皺
を
見
て
「
ば
あ
ば
こ
れ
な
に
」
梅
雨
晴
間

 

海
津
市

　
　伊

　藤

　見

　慧

室
外
機
止
ま
り
下
弦
の
月
涼
し

海
津
市

　
　光

　野

　美
佐
子

遺
跡
掘
る
無
言
に
重
き
玉
の
汗

養
老
町

　
　安

　福

　隆

　司

田
植
機
に
乗
り
独
り
の
ひ
と
日
過
ぐ

養
老
町

　
　大

　橋

　正

　典

朝
顔
が
葉
を
萎し
お

れ
さ
せ
水
を
乞
う

神
戸
町

　
　髙

　田

　和

　郎

炎
天
の
土
跳
ね
あ
ぐ
や
恵
み
雨

神
戸
町

　
　早

　津

　郁

　男

大
垣
市 

堀
　吉
則

優
秀
第
一
席　私

も
毎
朝
髭
を
剃
り
ま
す
。
昨
夜
お
風
呂
で
剃
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
覚

め
る
と
も
う
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
気
持
ち
が
悪
い
か
ら
ま
た
剃
り
ま
す
。
１
日
に
０
．

３
ミ
リ
も
伸
び
る
そ
う
で
す
。
で
も
剃
っ
た
後
は
サ
ッ
パ
リ
し
て
、
今
日
も
前
向

き
生
き
る
決
心
を
し
ま
す
。

　そ
の
決
意
が
現
れ
た
句
で
す
。
つ
い
で
に
、
く
ち
ひ
げ
、
あ
ご
ひ
げ
、
ほ
お
ひ

げ
は
漢
字
が
全
部
違
い
ま
す
。
順
に
「
髭
」「
鬚
」「
髯
」。

生
き
て
い
る
証
の
髭
を
今
日
も
剃
り

※審査員　武山　博 氏
川柳
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二
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ト
ン
ネ
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て
来
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れ
着

揖
斐
川
町

　今

　井

　極

　子

優

　秀

第
四
席

　

優

　秀

第
五
席

　

可
児
市 

渡
邊
　道
子

　不
思
議
で
す
。
目
覚
ま
し
時
計
を
セ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
が
、
大
抵
そ
れ
よ
り
も

早
く
目
覚
め
ま
す
。
そ
れ
も
ほ
ん
の
数
分
で
す
。
私
は
、
夏
も
冬
も
午
前
四
時
半

に
起
床
し
ま
す
。

　す
ぐ
歩
き
に
出
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
鳥
の
声
が
聴
こ
え
ま
す
。
飼
っ
て
い
る

人
が
居
な
い
の
か
鶏
の
声
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
は
あ
の
声
だ
っ
た
の
に
、
と
思
い

な
が
ら
３
キ
ロ
ほ
ど
歩
き
ま
す
。
時
々
腰
を
伸
ば
し
な
が
ら
！

早
起
き
を
野
鳥
と
競
い
ス
ク
ワ
ッ
ト

岐
阜
市 

可
知
　百
合
子

　今
年
の
８
月
末
で
満
八
十
歳
と
な
り
、「
老
後
の
設
計
図
」
は
手
遅
れ
だ
な
と

思
い
ま
し
た
が
川
柳
の
エ
ッ
セ
イ
集
を
上
梓
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
生
前
葬
を
と

思
い
ま
し
た
が
、
家
内
か
ら
「
呼
ば
れ
て
迷
惑
！
」
と
言
わ
れ
て
押
し
か
け
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
６
５
０
冊
印
刷
し
全
部
お
届
け
し
ま
し
た
。
沢
山
の
方
か
ら

感
想
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
大
変
で
し
た
が
、
傘
寿
と
い
う
字
は
「
人
が
大
勢
い

る
形
」
で
し
た
ね
、
そ
う
い
え
ば
！

美
し
く
老
後
を
生
き
る
設
計
図

優
秀
第
二
席

優
秀
第
三
席
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